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1. 本年度の研究成果 

本年度は、米国において既に長年がん診療病院の認定を行っている米国外科学会

（American College of Surgeons：ACoS）の「Commission on Cancer（CoC）」認定・

評価プログラム「Cancer Program Standards」の内容を吟味し、これを参考にして現

行のがん診療連携拠点病院（以下、拠点病院）の指定要件および要報告内容の改善案

の原案を作成した。 
放射線診断および放射線治療については、現行の指定要件では項目が区別されていな

いが、別途指定すべきと考えられた。また、放射線治療の実績として、現行では「放

射線治療件数」を記載するが、患者一人あたり複数回の治療がなされるため、治療患

者数と件数の両者を報告する必要があると思われた。IVR（Interventional Radiology）
では、救急的処置として確立されている手技と、手術や放射線治療、薬物療法と並列

して主たる治療オプションとなり得る手技の両者を含んでいる。前者については指定

要件に盛り込むことは妥当と思われるが、後者については科学的評価が定まっていな

いものも含まれており、個々の技術ごとに吟味する必要がある。平成 19 年度は、「日

本インターベンショナルラジオロジー学会」の専門医リストから、IVR 専門医のいる

拠点病院をカウントした。都道府県拠点病院 32 のうち 23 病院（72%）、地域拠点病院

254 のうち 65 病院（26%）に専門医がおり、都道府県拠点病院での充足度は高いと思

われた。病理診断については、施設と病理専門医それぞれが日本病理学会認定を受け

ているかどうかを要報告内容に含めるべきであり、さらに自施設で病理診断・細胞診

を行った患者割合の要件（例：90%以上）をどの程度に設定するのが妥当であるかを

今後検討する必要がある。薬物療法については、薬物療法の担当科、学会認定の専門

医師・薬剤師・看護師の人数、他職種間のミーティングの有無、セカンドオピニオン

対応、治療レジメンの標準化とレジメン登録、職員に対する専門的教育を受ける機会

の保証、循環器・透析・神経内科等の一般内科診療体制の確保や連携体制、地域医療

機関との連携体制、等を指定要件に盛り込む必要があると思われた。臨床試験につい

ては、CRC（臨床研究コーディネーター）、データマネージャー、生物統計家の有無と

人数、年次別の新入院および新患外来それぞれについて、がん患者数のうち、治験に

登録した患者数、研究者主導臨床試験に登録した患者数を拠点病院からの要報告事項

に含めるべきと考えられた。緩和ケアでは、現状の制度的・人的な制約の中での診療

実態について考察した。相談支援センター支援については、拠点病院の相談支援セン

ター相談員の講習会を開催し、講義とグループディスカッションにより、情報共有と

問題点の検討を行った。 
 

2. 前年までの研究成果 
本研究班は本年度が初年度のため該当せず。 



 
3. 研究成果の意義及び今後の発展性 

がん患者がその居住地域によらず、等しく適切ながん医療を受けるためには、診療

の質の施設間差を是正し、標準化する必要がある。本研究における「がん医療の均て

ん化」とは、がん診療の標準化と患者・患者家族への適切な情報提供等を図ることに

より、日本全国すべての地域におけるがん診療を現状よりも高いレベルで平均化する

ことをさすこととする。本研究の目的は、とくに施設間差の目立つ診療分野を中心に、

拠点病院の診療機能を支援・強化し、がん医療の均てん化を推進するための医療体制

を整備するための方法論を検討し確立することである。より具体的な目標としては、

現行の、都道府県知事による推薦書の添付書類として厚生労働大臣に提出されている

拠点病院の指定要件を詳細かつ網羅的に検討し、より適切な指定要件へと改善するた

めの提言を本研究班の報告書としてまとめることとする。機能強化の必要性が高い診

療分野として、本年度は、病理診断、放射線画像診断および IVR、消化管内視鏡診断

および内視鏡治療、放射線治療、抗がん剤治療（外来通院治療を含む）、緩和ケア等の

診療分野について、均てん化による機能強化につながる指定要件を検討した。 
来年度以降は、指定要件の改善案について各分野の専門家間で peer review を行い、

施設調査が必要と判断された項目については、他の研究班との無駄な重複がないよう

配慮しつつ、施設調査を行って「指定要件改善への提言」としてまとめることとする。 
 

4. 倫理面への配慮 
本研究は特定の患者・被験者を対象とするものではなく個人情報も用いないため、

疫学指針や臨床指針、ヘルシンキ宣言で示されている特段の倫理上の問題は生じない。 
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